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ひろしま共育て大調査概要

名 称 家事・育児「見える化」キャンペーン：ひろしま共育て大調査

期 間 令和７年１月17日（金）～令和７年１月30日（木）

対象者 広島県民（既婚者、パートナーがいる方）

実施方法 Webアンケート

回答者数 2,950人（うちオープン調査：2,320人、うちモニター調査：630人）

【目的】
➢ 共働きが増加する中で、依然として、女性に家事・育児負担が偏っている傾向にあり、そのことが、

子供を持ちたいという希望を実現する上での大きな課題となっている。
➢ このため、家庭内にある具体的な家事・育児の認知度や、それらの家事・育児を誰がやっているか

を見える化するため、「ひろしま共育て大調査」を実施。
➢ 結果については、男女がともに家事・育児に主体的に参画する「共育て」の定着を図るため、より

効果的な施策の検討に活かしていく。

【概要】



4/Hiroshima Prefectural Government

結果まとめ

【家事・育児の役割分担について】
➢ 家事では、「ゴミ捨て」を除き、主に女性が実施との回答が最も多く、就業者でも回答割合の傾向

は同様であった。項目ごとに見ても、一部を除き、主に女性が実施との回答が最も多かった。
➢ 育児では、「子供の生活」「子供のお風呂」を除き、主に女性が実施との回答が最も多く、就業者

でも回答割合の傾向は同様であった。項目ごとでは、分担が最も多い項目もあるが、多くの項目で
は主に女性が実施との回答が最も多かった。

【男女間の認識差について】
➢ 家事・育児ともに、いずれのカテゴリー・項目においても、男女の比較では、「主に男性が実施」

「分担」との回答は男性回答者で多く、「主に女性が実施」との回答は女性回答者で多く、男性が
自分又は分担していると思っていることについても、女性は自分が行っていると思っていることが
あることが示唆された。

【認知】
➢ 認知について、家事では、男性の「料理」に伴う行動の認知率が低めであり、女性との差も比較的

大きかった。
➢ 育児では、多くの項目で男女で５％程度の差（女性が高い）が見られた。

【満足度】
➢ 家事・育児分担の満足度について、男性は概ね（約９割）満足と感じているが、女性は満足と感じ

ているのは約６割であった。
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現状・課題①

家事・育児関連時間(広島県)
（共働き世帯）

（分）

（令和３年社会生活基本調査）
※６歳未満の子のいる世帯、  子供と夫婦から成る世帯

（令和４年就業構造基本調査 第140表）

＜就業状況別の世帯割合＞
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（広島県職場環境実態調査）

※１は「就業状況別の世帯割合」※２は「家事・育児関連時間（広島県）（共働き世帯）」、※３は参考資料参照

○ 平成27年に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）が成立し、
本県においても、職場における女性の活躍推進に取り組み、女性の就業率の上昇など、着実な前
進がみられている。また、働き方改革の取組にも力を入れてきたところであり、長時間労働の削
減や男性の育児休業取得率の向上などに一定の成果がみられている。

○ しかしながら、共働き家庭が７割※１近くとなる一方で、家庭内では依然として、女性に家事・
育児の負担が偏っている傾向にあり(共働き世帯の家事・育児時間は、女性は男性の約3.6倍※２)、
また男性の育休がいわゆる「とるだけ育休」※３となっている場合もある。
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〇 今回の調査の結果においても、現状として、家事・育児の多くの項目を主に女性が実施してい
ることが明らかとなり、また、男性は自分が実施または分担していると思っているが、女性はそ
う思っていない場合もあるという認識のギャップが明らかとなった。そのギャップの存在は、満
足度のギャップにもつながっていると考えられる。

現状・課題②

Q.夫婦（パートナー同士）間における家事・育児分担に満足していますか。
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令和４年度新しいライフスタイル、新しい働き方を踏まえた男女共同参画推進に関する調査（内閣府委託調査）

○ 家事・育児時間については、「増やしたい」よりも「減らしたい」と思っている女性が多く、
逆に「減らしたい」よりも「増やしたい」と思っている男性が多い。また、昨年度の県の調査で
は、男性既婚者の約半数が家事・育児をもっと頑張りたいと思っていることから、それぞれの希
望をかなえることができれば、女性の負担を軽減できるのではないかと考える。

○ 「女性活躍」については、女性が仕事も家事・育児ももっとやるというものではなく、その負
担（特に家事・育児の負担）を軽減することができれば、職業生活を含め、より様々な希望がか
なえられるのではないかという視点が重要であり、そのためには、家庭内において、お互いが家
事・育児に主体的に取り組むことが大切となる。

（参考）「育児などに女性の方がより多くの時間を費やすことが、職業面での女性活躍が進まない要因の一つ」という意見について、８割
以上が「そう思う」と回答している（内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和４年11月調査））。

現状・課題③

頑張りたい
どちらとも
いえない

頑張れない

47.7% 41.1% 11.3%

・（自身について）家事・育児をもっと頑張りたい
と思うか（男性回答n=1171）

（Ｒ５広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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○ 男性の家事・育児参画を促進することにより、家庭内の女性の負担軽減につながるとともに、
協力して家事・育児を実施することで、認識のギャップ、満足度のギャップの軽減につながるこ
とが期待される。

○ また国の調査において「夫の家事・育児時間が長いほど、妻の就業継続割合が高く、第２子以
降の出生割合も高い傾向」が示されており、男性の家事・育児参画促進は、女性の職業生活にお
ける更なる活躍、引いては男女共同参画社会の形成の促進につながるとともに、子供を持ちたい
という希望の実現にもつながることが期待される。

男性の家事・育児参画促進により 期待されること
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男性の家事・育児参画促進にあたって 大切なこと

〇 男性の家事・育児参画促進に当たっては、家庭内の状況は様々であるため、一律にこういった
形が理想と示すものではなく、対話等を通じてお互いが納得していることや、感謝の気持ちが土
台となる。

○ また、女性への家事・育児負担の偏りは、当事者の意識・行動だけに起因するものではなく、
「仕事により帰りが遅い」など職場環境に起因するものや、性差に関する固定的な役割分担意識
にも起因していると考えられることから、企業など多様な主体を巻き込み、社会全体で取り組む
必要がある。

（Ｒ５広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）

【男性の家事・育児参画を阻害する要因】



11/Hiroshima Prefectural Government

今後の方向性について

○ 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）など
の後押しもあり、女性の職業生活における活躍が進む中で、女性に負担が偏って
いる現状があることから、家事や育児といった家庭内での男性の活躍を図るため、
あえて「男性活躍」という言葉を用い、本年を「男性活躍推進元年」として、取
組に注力していく。

○ 具体的には、家庭内の状況は様々であり、一律の理想の形はないが、家事・育
児を自分事としてとらえ、手伝う、やっているつもりではなく、お互いが納得で
きるよう、例えば今回の調査で男性の実施・分担が低い項目、認識のギャップが
大きい項目などに着目し、意識変容、具体的な行動につながる取組を実施する。

○ さらに、企業など多様な主体を巻き込み、社会全体で「共育て」を推進する気
運醸成や環境整備を図るとともに、県としての理念を共有しながら、より強力に
男性の家事・育児参画促進を推し進めるため、「男性の家庭生活における活躍の
推進に関する条例（仮称）」（男性活躍推進条例）の策定を検討する。
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男性の家庭生活における活躍の推進に関する条例（仮称）について
～男性活躍推進条例～

【目的】

男性の家庭生活における活躍の推進について、
基本理念を定め、
県の責務並びに県民及び事業者等の役割を明らかにするとともに、
施策の基本となる事項を定めることにより、
男女を問わず（性別に関係なく）協力して家事や子育てを行う共育ての定着を図り、
これにより、県民が子育てしやすく、暮らしやすい広島県の実現を図る。

【今後の予定（案）】

・条例原案の作成、パブリックコメント など
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